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風
水
害
に
備
え
る

平
成
15
年
7
月
19
日
、
前
日
か
ら
の
記
録
的
な
豪
雨
で
、

九
州
各
地
で
多
数
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

市
内
で
も
、
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
出
て
、

多
く
の
人
が
そ
の
復
旧
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
災
害
を
教
訓
に
、

台
風
な
ど
の
風
水
害
に
対
す
る
心
構
え
と
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
地
区
で
組
織
す
る
自
主
防

災
組
織
な
ど
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
周
辺
の
危
険

な
場
所
な
ど
も
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
大
災
害
が
発
生
す
る
と
、
市
や
防

災
機
関
の
救
援
体
制
が
整
う
ま
で
に
約
3
日

か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
3
日
間
を
乗

り
切
る
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
懐
中
電
灯

や
ロ
ウ
ソ
ク
、
救
急
用
品
、
非
常
食
、
飲
料

水
な
ど
の
非
常
用
品
を
確
保
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

家
の
外
壁
や
塀
、
か
わ
ら
な
ど
は
補
強
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
や
大
雨
が
多
い
こ
の
時
期
は
、
毎
日

気
象
情
報
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
台
風
や
梅
雨
前
線
が
接
近
す
る

前
に
、
家
の
補
強
な
ど
を
点
検
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
　
左
の
ペ
ー
ジ
の
風
水
害
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

「
こ
れ
を
揃
え
よ
う
！
非
常
用
品
・
我
が
家
を
守

ろ
う
！
事
前
編
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
左
の
ペ
ー
ジ
の
風
水
害
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

「
我
が
家
を
守
ろ
う
！
発
生
編
」
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

日
ご
ろ
か
ら
・
・
・

台
風
や
梅
雨
前
線
が
発
生
！

被
害
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
注

意
報
や
警
報
、
大
雨
情
報
な
ど
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
こ
ま
め
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
情
報

を
収
集
し
て
く
だ
さ
い
。

な
る
べ
く
外
出
は
控
え
、
や
む
を
得
ず
外

出
す
る
場
合
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

物
が
飛
ん
で
き
た
場
合
に
備
え
て
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
、
側
溝
や
崖
崩
れ
の
心
配
が
あ

る
山
間
部
に
は
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
台
風
は
一
旦
静
ま
っ
て
も
吹
き
返

し
の
強
風
が
や
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
が
弱
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
外
出
し
た

り
、
屋
根
に
登
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

被
害
が
出
る
可
能
性
が
高
い
場
合
、
防
災

機
関
な
ど
か
ら
避
難
の
勧
告
や
指
示
が
出
ま

す
。
す
み
や
か
に
こ
れ
に
従
い
、
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

避
難
す
る
際
に
は
、
必
ず
火
の
始
末
や
戸

締
り
を
し
、
両
手
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
荷

物
は
背
負
い
ま
し
ょ
う
。
動
き
や
す
い
服
を

着
用
し
、
底
の
厚
い
靴
を
履
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
病
人
を
先

に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

避
難
先
で
も
気
象
情
報
に
は
注
意
し
、
勝

手
な
判
断
や
行
動
を
せ
ず
、
必
ず
責
任
者
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

危
険
が
迫
っ
た
ら
・
・
・

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

風
水
害
に
備
え
る

風
水
害
に
備
え
る

台
風
や
梅
雨
前
線
が
接
近
！
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風水害対策チェックリスト

これをそろえよう！非常用品

□懐中電灯

□ローソク

□マッチ

□携帯ラジオ

□予備の電池

□救急用品・薬品

□衣類

□非常食・飲料水

我が家を守ろう！事前編

次の個所を点検し、修繕の必要があるものは、

早めに直しておきましょう。

□かわらのズレ

□窓ガラスのひび

□外壁や塀などのひび割れ

□板壁などのクギの浮き

□側溝の詰まり

我が家を守ろう！発生編

□窓ガラス・雨戸の補強

割れたときの飛散を防ぐために、窓にフィル

ムをはったり、カーテンなどを閉めたりする。

外から板を打ち付けて補強するのもよい。

□ベランダや庭

鉢植えやゴミ箱、物干しざおなど、風で飛ば

されたり倒れたりする恐れがあるものは、取り

込んだり固定したりしておく。

風・雨の強さと気象予警報

1.風の強さ

2.雨の強さ

風速10メートル
傘を差していると壊れる。

風速20メートル
子どもは歩くことができず、大人も
身体を傾けてやっと歩くことができ
る。

風速15メートル
看板やトタン板が飛び始める。

風速25メートル
煙突や屋根がわらが飛び、テレビア
ンテナが倒れる。

5～10mm
地面に水たまりができ、雨
の降る音が聞こえる。

風速40メートル以上
小石が飛び、列車も倒れる。倒れる
家が多くなり、木は根こそぎ倒れる。

風速30メートル
雨戸がはずれ、しっかりしていない
家は倒れる。

10～20mm
地面一面に水たまりがで
き、雨の音で話が聞き取れ
ない。長く続くときは、警
戒が必要である。

20～30mm
いわゆる土砂降りの状態
で、たちまち下水がいっぱ
いになる。ガケ崩れの危険
もある。

30mm以上
バケツをひっくりかえした
ような雨が降る。低地では
避難準備が必要。

問い合わせ先 用地防災課　 (584)1111 (584)1143FAX
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今回で13回目を迎える｢弥生の里児童画大賞展｣。

今年も思いのこもった楽しい絵画を募集します。

「だ～いすき！～教えて、みんなの宝物～」をテー

マに、皆さんの好きなことや大切なものを描いて、

ぜひ応募してください。

上位入賞作品は、「街角陶板（絵を陶磁器(50cm×

50cm)に焼き付けたもの）」となって、半永久的に市

内の街角を飾ります。

対象 県内の小学生

作品 水彩、パステル、クレパスを使用し、他の公

募展に未発表・未出品の作品

サイズ 四つ切り画用紙（38㎝×54㎝）

応募方法 8月2日(月)～12月10日(金)(必着)に、作

品に応募用紙をはって、郵送または直接窓口

に提出する

※　応募用紙は市内公共施設、各小学校にあります。

歴代入賞作品展示会

第1回～12回の上位入賞作品105点を展示します。

展示期間 7月17日(土)～8月31日(火)

展示場所 ふれあい文化センター内ふれあいプラザ

（大谷6―24）

応募・問い合わせ先 社会教育課（〒816―0831大

谷6―24ふれあい文化センター内）

(575)4121 (593)7380FAX

市からのお知らせ�
テーマは「だ～いすき！～教えて、みんなの宝物～」

第13回『弥生の里児童画大賞展』作品募集

市教育委員会は、平成17年4月に小学校に入学

する子どもの保護者を対象に、就学相談を行いま

す。

入学に際して、子どもの身体面や知的面、情緒

面などに不安があれば、気軽にご相談ください。

日時 8月2日(月)～20日(金)

午前9時～午後4時

場所 学校教育課（市役所4

階）

※　相談を希望する人は、事

前に電話で予約してくださ

い。

予約・問い合わせ先 学校教

育課学校教育担当

(584)1111

(584)1153FAX

不安はありませんか

小学校入学前の就学相談
井
上
市
長
が
各
地
区
公
民
館
に
出

向
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

▽
8
月
3
日
(火)

塚
原
台
公
民
館

▽
8
月
4
日
(水)

紅
葉
ヶ
丘
公
民
館

▽
8
月
5
日
(木)

惣
利
公
民
館

▽
8
月
17
日
(火)

白
水
池
公
民
館

▽
8
月
24
日
(火)

松
ヶ
丘
公
民
館

▽
8
月
25
日
(水)

春
日
公
園
公
民
館

時
間

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

日
程
を
変
更
し
ま
す

都
合
に
よ
り
、
7
月
と
10
月
の
開

催
日
を
変
更
し
ま
す
。
時
間
や
会
場

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

変
更
内
容

▽
泉
地
区

7
月
27
日
(火)→

7
月
30
日
(金)

▽
須
玖
北
地
区

10
月
14
日
(木)→

10
月
6
日
(水)

問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX

8
月
の
日
程

出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」

第
12
回
弥
生
の
里
大
賞
作
品

▲



市
か
ら
の
お
知
ら
せ

5

春日市職員の採用試験を行います。

試験区分・採用予定人数・受験資格
一般事務A 6人程度

昭和53年4月2日～同58年4月1日に生まれた人

一般事務B 2人

昭和57年4月2日～同62年4月1日に生まれた人

（大学在学期間が2年を超える人を除く）

保健師　1人

昭和54年4月2日以降に生まれた人で、保健師の

資格を有する人（平成17年3月31日までに資格取

得見込みの人を含む）

第1次試験日 9月19日(日)

試験会場 第一経済大学（太宰府市五条
ごじょう

3―11ー25）

受付期間 8月2日(月)～19日(木)（平日のみ・最終日

の消印有効）の午前8時30分～午後5時

申込方法 申込書に必要事項を記入し、郵送または直

接窓口で提出する

※　申込書は人事法制課窓口にあります。また、市ホ

ームページからダウンロードできます。

申込・問い合わせ先 人事法制課人事担当（〒816ー

8501春日市役所）

(584)1111 (584)1145

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzu

ki/syokuin/

FAX

収入などが少なく国民年金保険料の支払いが困難

な場合には、保険料を免除する制度があります。

現在、平成16年度の保険料免除申請を受け付けて

います。希望する人は、早めに手続きしてください。

なお、免除申請の対象期間は、申請した月の前月

分から翌年の6月分までとなっています。

昨年度に引き続いて免除を希望する人も、新たに

申請が必要です。

申請に必要なもの 年金手帳 印鑑 1月以降に転

入した人は平成16年度（平成15年中）の所得

額を証明できるもの

※　失業などの理由で申請する人は、雇用保険受給

資格者証または雇用保険被保険者離職票なども必

要です。

○学生の場合は学生納付特例制度

学生は、保険料の納付を猶予する制度があります。

この制度を利用する場合も、毎年申請が必要で

す。4月から受け付けていますので、希望する人は、

早めに手続きしてください。

申請に必要なもの 年金手帳 学生証または在

学証明書 印鑑

申請・問い合わせ先 国保年金課年金担当

(584)1111 (584)1141FAX

7月1日から受付開始

国民年金保険料免除申請

平成17年4月1日採用

市職員を募集します

問い合わせ先　教務課施設計画担当�
1(584)1111　5(584)1153

6月の教育委員会(臨時会)と定例市議会において、
「(仮称)第12小学校」の学校名を「春日市立白水小学校」
とすること、また、建設予定地である「整理池」を取得
する契約を締結することが、全員賛成で可決されまし
た。
また、7回にわたる学校通学区域審議会が終了し、

白水小学校の通学区域を上白水地区の一部と白水ヶ丘
地区（市街化調整区域を除く）とする答申が、6月30日
に出されました。
市は、この答申に基づく新通学区域と白水小学校の

校舎の配置などについて、天神山と白水ヶ丘、上白水
地区で、順次、説明会を開催していきます。
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春
日
市
役
所�

市
内
の
小
学
生
が
対
象
で
す
。
粘
土

で
土
笛
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

8
月
20
日
(金)

午
前
9
時
〜
正
午

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
（
岡
本

3
―

57
）

定
員

30
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

7
月
20
日
(火)
〜
8
月
13
日

(金)
（
必
着
）
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

(

1
枚
に
つ
き
一
人)

に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

（
〒
816
―

0
8
6
1
岡
本
3
―

57
）

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

8
月
は
「
ク
ラ
フ
ト
作
り
」
を
行
い

ま
す
。

葉
っ
ぱ
や
木
の
実
な
ど
で
工
作
し
、

FAX

夏
休
み
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

8
月
7
日
(土)

午
前
9
時
〜
午
後
3
時(

予
定)

場
所

白
水
大
池
公
園
（
下
白
水
2
0

9
）

参
加
費

一
人
5
0
0
円
程
度

持
っ
て
く
る
も
の

▽
弁
当
▽
飲
み
物

定
員

30
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法

7
月
28
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

FAX

あ
ん
ど
ん
祭
り
を
記
念
し
て
開
催
す

る
テ
ニ
ス
大
会
で
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人
、
ま
た
は
同
連
盟
に
所
属
す

る
人

日
時

8
月
22
日
(日)
（
雨
天
の
場
合
は

29
日
(日)
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
大
谷
6
―

28
）

種
目

▽
A
パ
ー
ト
　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

(

一
般)

▽
B
パ
ー
ト
　
1
2
0
歳
ミ
ッ
ク
ス
ダ

ブ
ル
ス(

ペ
ア
の
年
齢
の
合
計
が
1

2
0
歳
以
上)

※
　
50
歳
以
上
の
女
性
は
、
10
歳
加
算

で
き
ま
す
。

な
お
、
B
パ
ー
ト
の
場
合
は
、
ど

ち
ら
か
一
人
が
対
象
者
に
該
当
す
れ

ば
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
（
1
組
）

▽
一
般
　
1
5
0
0
円

▽
連
盟
会
員
　
1
0
0
0
円

申
込
方
法

8
月
11
日
(水)
（
必
着
）
ま

で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
往
復
ハ

ガ
キ
で
ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
種
目
、
性

別
、
勤
務
先
、
過
去
の
優
勝
者

は
優
勝
年
度
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
大
会
係

(

〒
816
―

0
8
2
3
若
葉
台
西
6

―

1
0
3
く
す
の
木
幼
稚
園
内)

(

571)

0
2
5
4

(

582)

9
5
6
8

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
35
歳

ま
で
の
勤
労
者
が
対
象
で
す

期
間

8
月
21
日
(土)
〜
9
月
25
日
(土)
の

毎
週
土
曜
日
（
9
月
4
日
(土)
を

除
く
・
全
5
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

甘
木
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

昭
和
池

し
ょ
う
わ
い
け

（
甘
木
市
堤つ
つ
み
1
5
5

―

1
）

※
　
現
地
集
合
で
す
。

参
加
費

毎
回
4
2
0
円
（
カ
ヌ
ー
使

用
料
）

定
員

10
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

8
月
6
日
(金)
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

FAX

で
「
初
心
者
カ
ヌ
ー
体
験
教

室
」、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
勤
務
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
係
（
〒
816

―

0
8
3
1
大
谷
6
―

28
）

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

チ
ュ
ー
ブ
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使
っ
て
、

二
の
腕
や
お
腹
、
背
中
の
ぜ
い
肉
を
落

と
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

18
歳
以
上
の
人

日
時

8
月
19
日
(木)
〜
9
月
16
日
(木)
の

毎
週
木
曜
日
（
計
5
回
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
2
階
体
育

室
（
大
谷
6
―

28
）

受
講
料

1
0
0
0
円

※
　
別
途
、
チ
ュ
ー
ブ
代
と
し
て
2

0
0
0
円
程
度
必
要
で
す
。

定
員

28
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

8
月
12
日
(木)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

FAX FAX

イ
ベ
ン
ト

サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
れ
あ
い
探
検
隊
第
2
弾

ど
ん
な
音
が
出
る
か
な
？

昔
の
も
の
作
り
教
室（
土
笛
作
り
）

ス
ポ
ー
ツ

春
日
市
テ
ニ
ス
連
盟

春
日
市
あ
ん
ど
ん
祭
り
テ
ニ
ス
大
会

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

初
心
者
カ
ヌ
ー
体
験
教
室

す
っ
き
り
ボ
デ
ィ
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

チ
ュ
ー
ブ
・
ダ
ン
ベ
ル
教
室
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対
象
　

▽
男
性
　
昭
和
20
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

▽
女
性
　
昭
和
30
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

日
時

10
月
1
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時(

予
定)

（
受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
）

会
場

筑
紫
野
市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
筑
紫
野
市
諸
田
も
ろ
だ

1
7
2
）

種
目

▽
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
▽
硬
式

の
部
（
い
ず
れ
も
個
人
戦
・
団

体
戦
）

参
加
費

▽
個
人
　
1
種
目
5
0
0
円

▽
団
体
　
1
チ
ー
ム
1
種
目
1
0
0

0
円

申
込
期
限

8
月
25
日
(水)

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
高

齢
障
害
課
に
あ
る
実
施
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
筑
紫
野
市
生
活
福
祉

課
地
域
福
祉
担
当
内
）

(

923)

1
1
1
1

(

923)

5
2
3
0

FAX

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
・
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象

出
産
予
定
が
お
お
む
ね
10
月
か

11
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時

8
月
21
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

定
員

20
組
（
申
込
先
着
順
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
講
演
▽
育
児

実
技
（
沐も
く

浴
実
習
な
ど
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法

7
月
20
日
(火)
〜
8
月
6
日

(金)
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出

産
予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
4
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

FAX

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯
み

が
き
を
教
え
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
28
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ
▽
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

基
礎
か
ら
教
え
ま
す
。

コ
ー
ス
・
日
程

▽
パ
ソ
コ
ン
講
座

8
月
2
日
(月)
・
5
日
(木)
・
9
日
(月)
・

19
日
(木)
・
23
日
(月)
・
26
日
(木)(
計
6

回)

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

8
月
4
日
(水)
・
6
日
(金)
・
20
日
(金)
・

25
日
(水)
・
27
日
(金)
、
9
月
1
日
(水)

FAX FAX

(

計
6
回)

時
間

い
ず
れ
も
①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
6
時
〜
8
時

会
場

同
公
民
館(

春
日
1
―

1
1
1)

受
講
料

1
万
2
0
0
0
円(

テ
キ
ス

ト
代
込
み)

定
員

各
8
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

7
月
22
日
(木)
〜
29
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、希
望
講

座
・
時
間(

①
か
②)

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

(

571)

4
1
4
9

(

571)

7
9
2
1

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
を
対
象

FAX

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
使
用

し
た
作
成
・
公
開
方
法
を
教
え
ま
す
。

日
時

8
月
23
日
(月)
〜
27
日
(金)
（
5
日

間
）

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

春
日
市
商
工
会
館
（
伯
玄
町
2

―

24
）

受
講
料

1
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
込
み)

※
　
申
込
期
限
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ

い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

7
月
16
日
(金)
〜
8
月
9
日

(月)
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
訓
練
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

FAX

見
直
そ
う

ゴ
ミ
の
出
し
方

卓
上
コ
ン
ロ
用
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
や
ス
プ
レ
ー
カ
ン
は
、
中
身
を
使

い
切
っ
て「
陶
器
・
金
属
類
」の
指
定

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

中
身
を
使
い
切
ら
ず
に
出
す
と
、

ゴ
ミ
収
集
車
の
火
災
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
特
に
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、

再
度
コ
ン
ロ
に
セ
ッ
ト
し
て
火
が
つ

か
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
ゴ
ミ

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
カ
ン
切
り
な
ど
で
穴
を
開
け
ず

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
火
花
で

引
火
す
る
場
合
が
あ
り
危
険
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX

中
身
は
使
い
切
っ
て
い
ま
す
か
？

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

福
岡
地
区
卓
球
交
流
大
会

子
育
て

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

「
赤
ち
ゃ
ん
の
遊
び
と
危
険
防
止
」

子
育
て
教
室

幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
歯
み
が
き

歯
み
が
き
教
室

講
演
・
講
座

春
日
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
講
座

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎
講
習
会



創
業
の
心
構
え
、
事
業
計
画
の
立
て

方
、
顧
客
開
拓
の
手
法
な
ど
、
創
業
を

目
指
す
、
ま
た
は
創
業
間
も
な
い
女
性

の
た
め
の
講
座
で
す
。

日
程

8
月
21
日
(土)
・
22
日
(日)
・
28
日

(土)
・
29
日
(日)
、
9
月
4
日
(土)

（
計
5
日
）

会
場

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ

ー
（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
よ
し
づ
か

本ほ
ん

町ま
ち

9
―

15
）

受
講
料

3
0
0
0
円

定
員

40
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限

8
月
10
日
(火)

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
連
合
会
経

営
支
援
課

(

622)

7
7
0
8

(

622)

7
7
9
8

yo
sihara@

jo
ho
-fukuo

ka.o
r.jp

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
が
対
象

で
す
。

コ
ー
ス
・
日
程

▽
エ
ク
セ
ル
基
礎(

グ
ラ
フ
・
表
作
成
）

8
月
2
日
(月)
・
4
日
(水)
・
6
日
(金)

（
計
3
日
）

▽
ワ
ー
ド
応
用(

オ
リ
ジ
ナ
ル
文
書
作

成
、
画
像
の
取
込)

8
月
23
日
(月)
・
25
日
(水)
・
27
日
(金)

（
計
3
日
）

FAX

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

場
所

同
商
工
会
館
（
伯
玄
町
2
―

24
）

受
講
料

9
0
0
0
円
（
資
料
代
込

み
）

定
員

各
10
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

7
月
16
日
(金)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
商
工
会

(

581)

1
4
0
7

(

575)

0
7
0
2

80
歳
以
上(

平
成
16
年
4
月
1
日
現

在)

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
残
っ

て
い
る
人
を
健
診
し
、
該
当
者
に
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。

応
募
方
法

8
月
6
日
(金)
ま
で
に
、
近

く
の
同
会
会
員
診
療
所
で
無
料

歯
科
健
診
を
受
け
る

問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

572)

8
2
1
1

(

572)

6
2
4
2

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、
管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
5
日
(木)
・
24
日
(火)

午
後
2
時
〜
5
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

FAX FAX

1
2
0
）

※
　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

日
時

7
月
28
日
(水)

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時
30

分

会
場

県
障
害
者
更
生
相
談
所
（
原
町

3
―

1
―

7
）

相
談
内
容

補
装
具
に
関
す
る
こ
と
や

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
な
ど

に
つ
い
て

持
っ
て
く
る
も
の

▽
印
鑑

▽
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

▽
補
装
具
再
交
付
の
場
合
は
、
前
回
交

付
さ
れ
た
補
装
具

※
　
座
位
保
持
装
置
の
再
交
付
は
、
事

前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
動
車
い
す
の
相
談
や
交

付
を
希
望
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

FAX FAX
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カ
ボ
チ
ャ
に
豊
富
に
含
ま
れ
る

カ
ロ
チ
ン
は
、
油
と
一
緒
に
と
る

こ
と
で
体
内
に
吸
収
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

旬
の
野
菜
と
一
緒
に
、
さ
っ
ぱ

り
ソ
ー
ス
の
サ
ラ
ダ
で
夏
バ
テ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

材
料
（
4
人
分
）

カ
ボ
チ
ャ
　
4
0
0
g
（
大
1
／
2

個
）

塩
・
コ
シ
ョ
ウ
　
少
々

揚
げ
油
　
適
量

レ
タ
ス
　
4
枚

ト
マ
ト
　
2
個

イ
ン
ゲ
ン
　
50
g

ひ
じ
き
　
10
g

ソ
ー
ス

▽
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
　
大
さ
じ
2

▽
ヨ
ー
グ
ル
ト
　
大
さ
じ
2

▽
牛
乳
　
大
さ
じ
3

▽
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
　
少
々

▽
シ
ナ
モ
ン
　
少
々
（
お
好
み
で
）

い
っ
た
ア
ー
モ
ン
ド
ス
ラ
イ
ス

大
さ
じ
2

作
り
方

①
　
カ
ボ
チ
ャ
は
皮
ご
と
5
mm
の

厚
さ
に
切
り
、
塩
・
コ
シ
ョ
ウ

を
し
て
、
1
7
0
℃
の
油
で
、

ゆ
っ
く
り
と
焦
げ
な
い
よ
う
に

柔
ら
か
く
な
る
ま
で
揚
げ
る
。

②
　
レ
タ
ス
は
ひ
と
口
大
に
手
で

ち
ぎ
る
。
ト
マ
ト
は
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
る
。
イ
ン
ゲ
ン

は
筋
を
取
り
、
ゆ
で
て
斜
め
に

切
る
。
ひ
じ
き
は
水
で
戻
し
て

ゆ
で
て
お
く
。

③
　
ソ
ー
ス
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
牛
乳
を
加
え
て

の
ば
し
、
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味

を
整
え
る
。
好
み
で
シ
ナ
モ
ン

を
加
え
る
。

④
　
カ
ボ
チ
ャ
と
野
菜
を
盛
り
合

わ
せ
て
ソ
ー
ス
を
か
け
、
ア
ー

モ
ン
ド
を
散
ら
す
。

熱
量(

1
人
分)

2
1
7
kcal

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

健
　
康

筑
紫
歯
科
医
師
会

高
齢
者
よ
い
歯
の
表
彰

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

福
　
祉

福
岡
県
商
工
会
連
合
会

創
業
の
た
め
の「
女
性
塾
」

春
日
市
商
工
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

ご
相
談
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
巡
回
相
談



きいて�きいて�

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

鳰
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

夏
休
み
最
高
！
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

夏
祭
り
さ
ん

[
ペ
ン
ネ
ー
ム]

も
も
か
ん
の
妹
さ
ん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。

社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
就
職
を
希
望

す
る
人
が
対
象
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

7
月
30
日
(金)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3

―

1
―

7
）

内
容

▽
求
人
予
定
の
あ
る
福
祉
施
設

採
用
担
当
者
と
の
面
談
▽
全
国

福
祉
求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー
▽
福

祉
関
係
資
格
相
談
▽
求
職
登

録
・
相
談
▽
資
料
情
報
提
供

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
福
祉
人
材

課

(

584)

3
3
1
0

(

584)

3
3
1
9

h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
sh
i-w
o
rk.jp

介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
の
試

験
で
す
。

合
格
す
る
と
、
実
務
研
修
受
講
後
に

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日

10
月
24
日
(日)

試
験
会
場

第
一
経
済
大
学(

太
宰
府

市
五
条
ご
じ
ょ
う

3
―

11
―

25)

申
込
期
間

8
月
2
日
(月)
〜
31
日
(火)

受
験
申
込
書
の
配
布
場
所

▽
県
の
各
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

▽
福
岡
市
の
各
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
情
報
プ
ラ
ザ
（
イ
ム
ズ
7
階
）

▽
ア
ク
ロ
ス
福
岡
情
報
課
（
2
階
）

問
い
合
わ
せ
先

県
保
健
福
祉
部
介
護

保
険
課

(

643)

3
3
2
2

(

642)

1
5
0
4

FAX FAX

離
・
転
職
者
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、職
業
訓
練
を
行
い
ま
す
。

受
験
料
や
授
業
料
は
無
料
で
す
。

募
集
科
名
（
期
間
）

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
6
カ
月
）

②
パ
ソ
コ
ン
経
理
科
（
6
カ
月
）

③
庭
園
管
理
科
（
4
カ
月
）

④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー

ト
科
（
6
カ
月
）

※
　
①
は
お
お
む
ね
30
歳
以
上
、
③
は

45
歳
以
上
の
人
に
限
り
ま
す
。

定
員

各
20
人

申
込
期
限

8
月
18
日
(水)

※
　
選
考
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
校
訓
練
課

0
9
4
2(

32)

8
7
9
5

5
0
9
4
2(

32)

8
7
9
3

試
験
種
目
・
試
験
日
・
対
象

▽
一
般
曹
候
補
生
　
9
月
18
日
(土)

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
人

▽
曹
候
補
士
　
9
月
18
日
(土)

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
2
等
陸
・
海
・
空
士
　
9
月
中
旬

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
航
空
学
生
　
9
月
23
日
(木)

高
校
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
以
上

21
歳
未
満
の
人

※
　
い
ず
れ
も
年
齢
は
平
成
17
年
4
月

1
日
現
在
で
の
も
の
で
す
。

申
込
期
限

9
月
8
日
(水)

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
　
杉
谷
す
ぎ
た
に

(

591)

7
4
5
0
（

兼
用
）

FAX

情
報
ひ
ろ
ば
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国
保
い
ろ
い
ろ

高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

春
日
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
70
歳
以
上
の
人
に
は
、

老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
る
ま
で

の
間
、
病
院
で
診
療
を
受
け
た
と

き
の
負
担
が
1
割
（
同
一
世
帯
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
70
歳
以

上
の
人
ま
た
は
老
人
保
健
対
象
者

が
い
る
人
は
2
割
）
に
な
る
「
高

齢
受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

す
で
に
こ
の
受
給
証
を
持
っ
て

い
る
人
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証

を
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
現

在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
7
月

31
日
ま
で
し
か
使
え
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
国
保
年
金
課
国

保
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

FAX

募
　
集

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
の
職
場
説
明
会

県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

訓
練
生
募
集

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

自
衛
隊
福
岡
募
集
事
務
所

自
衛
官
採
用
試
験



毎
年
夏
に
な
る
と
、
運
動
中
に
倒

れ
た
り
、
乳
幼
児
が
高
温
の
車
内
に

放
置
さ
れ
て
死
亡
し
た
り
す
る
「
熱

中
症
」
の
事
故
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

熱
中
症
は
ど
う
し
て
起
き
る
の
？

体
を
、
高
温
の
環
境
や
直
射
日
光

下
に
長
時
間
さ
ら
す
と
、
体
温
と
外

気
温
と
の
差
が
小
さ
く
な
り
、
皮
膚

か
ら
熱
が
逃
げ
に
く
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
湿
度
が
高
く
、
無

風
状
態
が
続
く
と
、
発
汗
が
妨
げ
ら

れ
、
汗
に
よ
る
体
温
調
節
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
体
温
が
上
が
り
過
ぎ

て
し
ま
い
、
体
の
機
能
が
ま
ひ
し
て

し
ま
う
の
が
「
熱
中
症
」
で
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
・
・
・

熱
中
症
は
死
に
至
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
し
っ
か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
対
策
①
　
水
分
を
補
給

汗
を
か
い
た
あ
と
は
コ
ッ
プ
1
杯

程
度
の
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
甘
い
飲
み
物
や
ビ
ー
ル
は
水

分
補
給
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
運
動
中
は
こ
ま
め
に
休
憩

を
と
り
、
大
量
の
汗
を
か
く
場
合
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分
と

塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
対
策
②
　
規
則
正
し
い
生
活

食
欲
低
下
や
睡
眠
不
足
は
、
熱
中

症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
暑

く
て
も
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

予
防
対
策
③
　
服
装
に
注
意

暑
い
夏
に
は
、
汗
を
吸
収
し
通
気

性
の
よ
い
、
白
っ
ぽ
い
服
を
着
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ

ん
は
、
汗
を
か
い
た
ら
こ
ま
め
に
着

替
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

予
防
対
策
④
　
帽
子
や
日
傘
を
使
う

外
出
時
に
は
帽
子
を
か
ぶ
っ
た

り
、
日
傘
を
差
し
た
り
し
て
、
頭
や

首
の
後
ろ
に
直
射
日
光
を
当
て
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
保
健
師
　
岸
川
き
し
か
わ

江
津
子

え

つ

こ

夏
の
暑
さ
に
ご
用
心
！
　
熱
中
症

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す�

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
に
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

▽
8
月
3
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
8
月
5
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

2
―

1
）

▽
8
月
25
日
(水)

筑
紫
野
市
役
所
（
筑

紫
野
市
二
日
市
西

ふ
つ
か
い
ち
に
し

1
―

1
―

1
）

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

春
日
5
―

17
に
あ
る
大
規
模
小
売
店

舗
が
、閉
店
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

周
辺
住
民
は
、
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
基
づ
き
、
こ
の
こ
と
に
対
し
て

生
活
環
境
保
持
の
た
め
の
意
見
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
概
要
は
市
役
所
で
見
る
こ
と

FAX

が
で
き
ま
す
。

※
　
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
福
岡
商
工
事
務
所

(

622)

1
0
4
0

(

622)

1
5
7
1

▽
市
地
域
づ
く
り
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

7
月
か
ら
、
市
長
、
議
長
、
教
育
長

の
交
際
費
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

秘
書
課
・
議
事
課
・

教
務
課

(

584)

1
1
1
1

(
584)
1
1
4
5

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ka

su
g
a
.fu
k

u
o
ka
.jp
/jo
h
o
/ko
u
sa
ih
i/

国
や
地
域
社
会
に
密
着
し
た
福
祉
行

政
や
消
費
者
行
政
な
ど
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

7
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
対
象
世

帯
を
訪
問
し
、聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
域

小
倉
、
上
白
水
、
大
和
町

の
一
部

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX FAX FAX FAX

情
報
ひ
ろ
ば
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病名� 原因と症状�

熱中症の種類�

対　応�
（
日
射
病
を
含
む
）�

①
熱
失
神�

②
熱
け
い
れ
ん�

③
熱
疲
労�

④
熱
射
病�

発汗による脱水などで血液量が減少し、
さらに体の表面を先に冷やそうとす
るために、脳に血液が行かなくなる
状態。めまい、失神、顔色の悪さなど。�

涼しい所に寝かせ、
衣服を緩めて水分
を補給する。�

体液に近いスポー
ツドリンクなどを
飲む。�

水分を補給して体
を冷やし、すぐに
病院に行く。�

水分を補給して、
氷のうなどで体を
冷やし、すぐに病
院に行く。�

発汗とともに体内の塩分が多量に失
われ、電解質を取らずに水分だけを摂
取した場合に、体内の塩分濃度が薄ま
ることで起こる。手足などの痛みを伴
ったけいれん、こむら返りなど。�

急な激しい運動などで、大量に発汗し
たことによる脱水症状。体温上昇、頭痛、
吐き気、めまいなど。�

熱が体にこもって、脳の体温調節中枢
がまひした状態。熱疲労が悪化したも
ので、命の危険がある。体温が40度以
上に上昇、意識障害、全身のけいれん
など。�

相
　
談

そ
の
他

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
定
例
人
権
相
談

意
見
を
お
聞
き
し
ま
す

大
規
模
小
売
店
舗
の
閉
店
時
間
延
長

ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
消
費
実
態
調
査

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

市
長
な
ど
の
交
際
費



カ
ン
ガ
ル
ー
通
信

11

春日市子育て支援センター�
（須玖南2-120春日市すくすくプラザ内）�

1584-1010　5584-7739�
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

子育て支援センターがオープンして3カ月。

これまで、1日平均70組の子どもとその保護者

が利用しています。土・日曜日には、平日は仕

事で忙しいお父さんやお母さんも一緒に遊び、

いつもにぎやかな声が響き渡っています。

「子育てサポーター」を知っていますか？

あそびの広場には、子どもたちに絵本の読み

聞かせなどをするボランティア「子育てサポー

ター」がいます。このサポーターは、読み聞か

せをするだけでなく、子育てに関する話し相手

にもなっています。「ノンタン」の赤いエプロン

をしているサポーターを見つけたら、気軽に声

をかけてください。

不安や悩みはありませんか？

「卒乳したい」「便秘がち」「言うことを聞かな

い」「不登校」など、子どもに関するどんなこと

でも構いません。一人で抱え込まずに気軽に相

談してください。一緒に考えましょう。

相談電話 584－1015（家庭児童相談室）

市内11の保育所で、入所していない子ども

でも参加できるさまざまな｢お誘い行事｣を行っ

ています。また、開園時間中にも園庭を開放し

ている保育所もあります。一度遊びに来てみま

せんか。

子どもの遊びやしつけ、トイレットトレーニ

ングのことなども、気軽にご相談ください。

～子育て支援センター情報～ ～保育所情報～

保育所名� 主な子育て支援事業� 園庭開放�

春日原保育所�なかよし会� ○�

○�

○�

○�
（午前中のみ）�

○�

○�

○�

○�

岡本保育所�
おはなし会、いないいないば�
あ広場、ちびっこ広場(ちくし台�
公民館にて)

昇町保育所�
おはなし会、一緒にワイワイ�
遊ぼう会、おたのしみ会�

須玖保育所�
なかよしクラブ(須玖北公民館�
にて)

大和保育所�あそぼ会�

白水保育所�誕生会�

春日東保育所�誕生会�

春日中央保育所�
水あそびや外あそび、�

各季節行事�

若竹保育園�絵本の読み聞かせ、誕生会�

あいあい保育園�あいあいクラブ�

まみぃ保育園�
夏祭り、運動会(春日南中にて)�
の参観�

※　詳しくは、各公共機関にある「春日市子育てカレ
ンダー」や市のホームページをご覧ください。携帯
電話でも見ることができます（機種によっては見れ
ない場合もあります）。



市 の 人 口

●市の人口 109,440人

女 55,636人　男 53,804人

●世 帯 数 42,814世帯
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6月26日、福岡女学院大学で行わ
れた「親と子の芸術鑑賞教室(社会
教育課主催)」の様子。参加者は慣
れないハンドベルに四苦八苦しな
がらも、心地よい音色を響かせて
いました。

表
紙
の
写
真

古墳の副葬品として多く
出土している耳飾りです。
銅に金ぱくを張ったもの

や金メッキしたものなどが
あり、当時の人の知恵や技
術を知ることができます。

（奴国
なこく

の丘歴史資料館）

金環
きんかん

(6/15現在)

6月20日、市民スポーツセンターで、

NIKOSUKOがにぎやかに行われ、当日の参加

者約40人がニュースポーツを楽しみました。

「ルールが簡単で、大人と子どもが一緒に楽

しめる」のがニュースポーツ（ペタンク、フ

ァミリーバドミントン、ドッヂビーなど）の

良さ。最初は少し戸惑い気味だった参加者も、

体育指導委員のリードでルールにも次第に慣

れ、あちこちから歓声が上がっていました。

参加者全員で行ったドッジビー（ドッジボ

ールのルールでボールの代わりに柔らかいフ

リスビーを使った競技）では、「ヤングチーム」

と「アダルトチーム」に分かれて対戦。大い

に盛り上がりました。

次回開催時には、ぜひ皆さんも参加してみ

ませんか。

いい汗いっぱい流しました　NIKOSUKO（ニコニコすこやかレクリエーション）

昨年好評だった野外活動事業「サタデープロジェ

クトふれあい探検隊」。今年も第1弾の「川遊び」が、

6月12日、竜岩
たついわ

少年自然の家（筑紫野市）で行われ

ました。

今回は16組48人の親子が参加。待ちきれない様

子の子どもたちに続き、お父さんやお母さんも一緒

になって川の中へ。大きな石を裏返したり、岩のす

き間に手を入れたりして、サワガニやカゲロウ、ト

ノサマガエルなどの生き物を捕まえていました。

このあと、自分たちが捕まえた生物をスケッチ。

じっくり観察して描いた絵を見せ合いながら、水辺

の生物の種類などについて学習しました。

午後には公園でレクリエーションも行われ、参加

者は一日中、自然の中での遊びを楽しんでいました。

親子で楽しく川遊び　サタデープロジェクトふれあい探検隊

▲石の裏には、どんな生き物がいるかな？

▲大人も子どもも一緒にファミリーバドミントンに挑戦！

塚原台の塚原古墳群から出土（径約2.8cm）

ニ　　コ　　　す　　　こ


